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1
2
章

P
2
0
6

1
2
行

こ
の

た
め

、
中

小
企

業
の

資
金

調
達

の
円

滑
化

を
図

る
こ

と
を

目
的

と
し

た
県

融
資

や
、

中
小

企
業

等
の

規
模

の
過

小
性

等
を

改
善

す
る

た
め

の
融

資
が

実
施

さ
れ

て
き

た
。

こ
の

た
め

、
中

小
企

業
の

資
金

調
達

の
円

滑
化

及
び

環
境

変
化

へ
の

対
応

を
目

的
に

、
金

融
機

関
と

の
協

調
融

資
で

あ
る

県
融

資
制

度
、

信
用

保
証

協
会

が
中

核
を

担
う
信

用
補

完
制

度
及

び
、

中
小

企
業

が
共

同
で

行
う
事

業
に

対
す

る
中

小
企

業
高

度
化

資
金

等
に

よ
る

融
資

・
支

援
が

実
施

さ
れ

て
き

た
。

民
業

の
果

た
す

役
割

と
併

せ
て

、
信

用
保

証
協

会
の

制
度

を
活

用
し

た
取

組
を

記
載

で
き

な
い

か
。

2
2
章

P
2
3
3

8
行

・
・
環

境
衛

生
関

係
の

営
業

者
等

－
公

庫
法

の
表

記
の

通
り

に
し

た
方

が
良

い
。

3
2
章

P
2
3
3

9
行

・
・
一

般
の

金
融

機
関

が
融

通
す

る
こ

と
を

－
公

庫
法

の
表

記
の

通
り

に
し

た
方

が
良

い
。

4
2
章

P
2
3
5

7
行

・
・
近

年
で

は
、

・
・
平

成
2
8
年

度
以

降
、

年
度

を
明

確
に

表
記

し
た

方
が

分
か

り
や

す
い

し
丁

寧
で

あ
る

。

5
2
章

P
2
5
2

1
7
行

・
・
２

次
交

通
の

利
便

性
問

題
、

－
２

次
交

通
と

い
う

言
葉

は
一

般
的

で
な

い

意
　

見
　

書
　

様
　

式
　

（
　

修
　

正
　

文
　

案
　

用
　

）

審
　

議
　

結
　

果
　

（
案

）

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

【
原

案
の

と
お

り
】

設
立

当
初

の
公

庫
法

の
表

記
を

引
用

（
平

成
1
2
年

に
改

正
）
。

２
段

落
目

か
ら

、
設

立
当

初
の

役
割

を
説

明
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

原
文

の
と

お
り

と
す

る
。

【
原

案
の

と
お

り
】

設
立

当
初

の
公

庫
法

の
表

記
を

引
用

（
平

成
1
1
年

に
改

正
）
。

２
段

落
目

か
ら

、
設

立
当

初
の

役
割

を
説

明
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

原
文

の
と

お
り

と
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

【
原

文
の

と
お

り
】

近
年

、
「
２

次
交

通
」
の

表
記

は
、

新
聞

等
で

も
一

般
的

に
用

い
ら

れ
て

お
り

、
ま

た
、

「
２

次
交

通
」
に

は
、

観
光

目
的

地
へ

の
ア

ク
セ

ス
以

外
に

も
通

勤
・
通

学
等

も
含

ま
れ

て
い

る
。

総
点

検
で

は
２

次
交

通
に

課
題

が
あ

る
こ

と
を

明
示

す
る

こ
と

で
、

課
題

解
決

に
つ

な
げ

て
い

く
必

要
が

あ
る

た
め

原
文

の
と

お
り

と
す

る
。
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果
　

（
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）

6
2
章

P
2
5
3

1
6
行

県
内

事
業

者
等

に
対

し
て

長
期

低
利

の
良

質
な

資
金

を
供

給
す

る
と

い
う

政
策

金
融

の
本

来
の

役
割

は
今

後
も

重
要

で
あ

る
が

、

県
内

事
業

者
等

に
対

し
て

は
長

期
 低

利
固

定
の

 良
質

安
定

的
な

資
金

を
適

切
に

供
給

し
て

い
く
こ

と
が

求
め

ら
れ

て
お

り
、

こ
れ

ま
で

に
沖

縄
公

庫
が

果
た

し
て

き
た

政
策

金
融

機
関

と
し

て
の

役
割

は
今

後
も

重
要

な
意

味
を

持
つ

が
、

そ
れ

に
加

え
て

、
沖

縄
公

庫
が

民
業

補
完

機
能

を
・
・
・
・

不
良

債
権

比
率

や
返

済
の

順
調

さ
を

示
す

指
標

を
示

す
必

要
が

あ
る

が
、

そ
の

記
述

が
な

い
た

め
。

誰
に

と
っ

て
「
良

質
」
、

「
最

適
」
、

「
質

が
高

い
」
の

か
。

定
義

が
曖

昧
で

あ
る

た
め

。
政

策
金

融
は

必
ず

し
も

長
期

低
利

で
あ

る
必

要
は

な
い

た
め

。

7
2
章

P
2
5
3

2
0
行

・
・
民

間
金

融
機

関
だ

け
で

は
困

難
な

質
の

高
い

金
融

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
す

る
こ

と
が

重
要

に
な

っ
て

く
る

。

・
・
民

間
金

融
機

関
だ

け
で

は
困

難
 な

で
あ

り
、

か
つ

質
の

高
い

金
融

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
す

る
こ

と
が

重
要

に
な

っ
て

く
る

。

「
民

間
金

融
機

関
だ

け
で

は
困

難
な

質
の

高
い

」
と

す
る

と
、

質
の

高
い

金
融

サ
ー

ビ
ス

が
、

民
間

金
融

機
関

に
は

困
難

で
あ

る
よ

う
な

読
み

方
を

さ
れ

誤
解

を
生

み
か

ね
な

い
た

め
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
　

沖
縄

振
興

開
発

金
融

公
庫

法
の

第
１

条
（
目

的
）
に

お
い

て
、

「
沖

縄
の

産
業

の
開

発
を

促
進

す
る

た
め

長
期

資
金

を
供

給
す

る
こ

と
等

に
よ

り
、

一
般

の
金

融
機

関
が

行
う

金
融

及
び

民
間

及
び

民
間

の
投

資
を

補
完

し
、

（
略

）
」
と

さ
れ

て
お

り
、

沖
縄

の
特

殊
事

情
に

即
し

た
長

期
固

定
の

資
金

を
安

定
的

に
供

給
す

る
こ

と
は

沖
縄

公
庫

の
本

来
の

目
的

に
沿

っ
た

も
の

で
あ

り
、

こ
う

し
た

沖
縄

公
庫

の
役

割
を

報
告

書
に

明
記

す
る

こ
と

は
必

要
と

考
え

て
い

る
。

な
お

、
良

質
な

資
金

に
つ

い
て

は
定

義
が

曖
昧

と
の

指
摘

を
踏

ま
え

、
誤

解
を

招
か

な
い

よ
う

修
正

す
る

。
　

ま
た

、
不

良
債

権
比

率
を

含
む

沖
縄

公
庫

の
ガ

バ
ナ

ン
ス

に
つ

い
て

は
国

に
よ

る
監

督
・

検
査

を
踏

ま
え

て
決

算
状

況
等

も
国

会
報

告
さ

れ
る

な
ど

適
切

に
行

わ
れ

て
い

る
ほ

か
、

リ
ス

ク
管

理
債

権
一

覧
等

も
毎

期
公

表
さ

れ
て

お
り

、
特

に
問

題
は

な
い

こ
と

か
ら

総
点

検
報

告
書

で
は

政
策

金
融

機
関

と
し

て
求

め
ら

れ
る

公
庫

の
役

割
を

重
点

的
に

記
載

し
て

い
ま

す
の

で
ご

理
解

い
た

だ
き

た
い

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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8
2
章

P
2
5
3

2
8
行

・
・
P

P
P

/
P

F
I

－
分

か
り

や
す

い
表

現
に

。
カ

ッ
コ

書
き

で
正

式
な

単
語

又
は

日
本

語
を

表
記

9
2
章

P
2
5
3

3
5
行

・
・
こ

れ
か

ら
の

政
策

金
融

に
求

め
ら

れ
る

こ
と

は
、

民
間

金
融

機
関

と
一

層
の

協
調

・
連

携
に

よ
る

県
内

金
融

市
場

の
高

度
化

と
民

間
資

本
市

場
か

ら
の

資
金

調
達

手
段

の
多

様
化

で
あ

り
、

金
融

的
な

支
援

策
を

通
じ

て
沖

縄
振

興
を

持
続

可
能

な
も

の
へ

と
シ

フ
ト

さ
せ

る
こ

と
に

よ
り

、
沖

縄
県

の
経

済
に

お
け

る
財

政
依

存
度

を
相

対
的

に
低

下
さ

せ
て

い
く
、

こ
の

こ
と

は
自

立
型

経
済

の
構

築
に

と
っ

て
必

要
不

可
欠

で
あ

り
、

そ
の

意
味

で
、

こ
れ

か
ら

の
沖

縄
振

興
に

お
け

る
政

策
金

融
が

果
た

す
べ

き
役

割
は

、
こ

れ
ま

で
以

上
に

重
要

性
を

増
し

て
い

く
と

考
え

る
。

・
・
こ

れ
か

ら
の

政
策

金
融

に
求

め
ら

れ
る

こ
と

は
、

民
間

金
融

機
関

と
一

層
の

協
調

・
連

携
に

よ
る

県
内

金
融

市
場

の
高

度
化

と
民

間
資

本
市

場
か

ら
の

資
金

調
達

手
段

の
多

様
化

で
あ

 り
、

る
。

適
切

な
金

融
 的

な
支

援
 策

を
通

じ
て

沖
縄

振
興

を
持

続
可

能
な

も
の

へ
と

シ
フ

ト
さ

せ
 る

こ
と

に
よ

り
、

沖
縄

県
の

経
済

に
お

け
る

財
政

依
存

度
を

相
対

的
に

低
下

さ
せ

て
い

く
 、

こ
の

こ
と

は
こ

と
が

自
立

型
経

済
の

構
築

に
と

っ
て

必
要

不
可

欠
で

あ
り

、
 そ

の
意

味
で

、
こ

れ
か

ら
の

沖
縄

振
興

に
お

け
る

政
策

金
融

が
果

た
す

べ
き

役
割

は
、

こ
れ

ま
で

以
上

に
重

要
性

を
増

し
て

い
く
と

考
え

る
。

分
か

り
や

す
い

表
現

に

1
0

2
章

P
2
3
7

3
5
行

・
・
民

間
金

融
機

関
に

よ
る

リ
ス

ク
テ

イ
ク

へ
の

対
応

に
も

限
界

が
あ

り
、

・
・
民

間
金

融
機

関
に

よ
る

リ
ス

ク
テ

イ
ク

（
与

信
）
 へ

の
対

応
に

も
限

界
が

あ
り

、
「
リ

ス
ク

テ
イ

ク
」
の

意
味

が
わ

か
ら

な
い

。
適

切
な

表
現

か
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

【
原

文
の

と
お

り
】

「
P

P
P

／
P

F
I」

の
日

本
語

表
記

は
公

式
に

統
一

さ
れ

た
表

記
は

確
認

で
き

な
か

っ
た

。
ま

た
、

政
府

の
「
経

済
財

政
運

営
と

改
革

の
基

本
方

針
2
0
1
9
（
骨

太
方

針
）
」
及

び
「
未

来
投

資
戦

略
2
0
1
8
」
に

お
い

て
も

、
「
P

P
P

／
P

F
I」

表
記

が
用

い
ら

れ
て

お
り

、
総

点
検

に
お

い
て

も
そ

の
表

記
を

踏
襲

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
原

文
の

と
お

り
と

す
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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1
1

2
章

P
2
4
0

3
3
行

・
・
社

会
生

活
基

盤
、

産
業

基
盤

の
遅

れ
を

取
り

戻
す

た
め

補
助

事
業

や
国

の
直

轄
事

業
に

関
す

る
補

助
負

担
率

の
か

さ
上

げ
が

制
度

化
さ

れ
、

・
・
社

会
生

活
基

盤
、

産
業

基
盤

の
遅

れ
を

取
り

戻
す

た
め

補
助

事
業

や
国

の
直

轄
事

業
に

関
す

る
補

助
 負

担
率

 の
や

、
国

庫
負

担
率

の
か

さ
上

げ
が

制
度

化
さ

れ
、

簡
潔

明
瞭

に

1
2

2
章

P
2
4
6

1
3
行

一
方

、
原

材
料

高
や

人
手

不
足

が
徐

々
に

深
刻

化
し

て
い

く
中

で
の

人
件

費
高

騰
、

・
・
繁

忙
な

資
金

栗
を

し
た

支
え

す
る

た
め

の
運

転
資

金
需

要
が

増
加

し
た

。
本

計
画

期
間

中
盤

以
降

は
、

・
・

ま
た

、
原

材
料

高
や

人
手

不
足

が
徐

々
に

深
刻

化
し

て
い

く
中

で
の

人
件

費
高

騰
、

・
・

繁
忙

な
資

金
栗

を
し

た
支

え
す

る
た

め
の

運
転

資
金

需
要

が
増

加
し

、
本

計
画

期
間

中
盤

以
降

は
、

・
・

一
方

の
表

記
の

場
合

は
行

変
え

す
る

。
前

段
と

後
段

で
ま

と
め

る
方

が
い

い
。

1
3

2
章

P
2
4
7

2
4
行

財
政

投
融

資
制

度
に

つ
い

て
は

、
郵

便
貯

金
や

年
金

積
立

金
な

ど
を

活
用

し
た

財
政

投
融

資
は

、
国

内
の

貯
蓄

を
社

会
整

備
な

ど
に

効
率

的
に

活
用

す
る

財
政

政
策

手
段

と
し

て
、

我
が

国
の

経
済

発
展

に
大

き
く
貢

献
し

て
き

た
が

、
政

策
的

に
必

要
と

さ
れ

る
資

金
需

要
と

は
関

係
な

く
原

資
が

集
ま

る
こ

と
で

財
政

投
融

資
の

規
模

が
肥

大
化

し
、

効
率

的
な

運
用

が
行

わ
れ

て
い

な
い

な
ど

の
問

題
が

指
摘

さ
れ

、
財

政
投

融
資

制
度

を
よ

り
効

率
的

で
、

市
場

原
理

と
調

和
の

と
れ

た
も

の
と

す
る

た
め

、
平

成
1
3
年

度
に

財
政

投
融

資
改

革
が

行
わ

れ
た

。

財
政

投
融

資
制

度
 に

つ
い

て
は

、
郵

便
貯

金
や

年
金

積
立

金
な

ど
を

活
用

し
 た

財
政

 投
融

資
は

、
国

内
の

貯
蓄

を
社

会
整

備
な

ど
に

効
率

的
に

活
用

す
る

財
政

政
策

手
段

と
し

て
、

我
が

国
の

経
済

発
展

に
大

き
く
貢

献
し

て
き

た
が

、
政

策
的

に
必

要
と

さ
れ

る
資

金
需

要
と

は
関

係
な

く
原

資
が

集
ま

る
こ

と
で

 財
政

投
融

資
の

規
模

が
肥

大
化

し
、

効
率

的
な

運
用

が
行

わ
れ

て
い

な
い

な
ど

の
問

題
が

指
摘

さ
れ

、
 財

政
投

融
資

制
度

を
よ

り
効

率
的

で
、

市
場

原
理

と
調

和
の

と
れ

た
も

の
と

す
る

た
め

、
平

成
1
3
年

度
に

財
政

投
融

資
改

革
が

行
わ

れ
た

。

分
か

り
や

す
い

文
章

に

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

国
の

直
轄

事
業

に
関

す
る

補
助

負
担

率
の

か
さ

上
げ

は
、

国
の

負
担

に
つ

い
て

記
載

し
て

い
る

の
で

、
県

の
負

担
の

視
点

か
ら

よ
り

適
切

な
表

現
に

修
正

す
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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（
別

紙
２

－
２

）

（
沖

縄
２

１
世

紀
ビ

ジ
ョ

ン
基

本
計

画
（

沖
縄

振
興

計
画

）
等

総
点

検
報

告
書

（
素

案
）

に
対

す
る

意
見

）

総
　

合
　

部
　

会

番 号
章

頁
行

報
 
告

 
書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　

等

意
　

見
　

書
　

様
　

式
　

（
　

修
　

正
　

文
　

案
　

用
　

）

審
　

議
　

結
　

果
　

（
案

）

1
4

3
章

P
5
4
1

3
0
行

・
・
め

っ
き

等
の

表
面

処
理

体
制

の
構

築
に

向
け

て
は

、
－

「
め

っ
き

」
は

カ
タ

カ
ナ

表
記

で
は

な
い

か
。

1
5

3
章

P
6
0
6

3
行

沖
縄

に
お

け
る

・
・

県
は

、
沖

縄
に

お
け

る
・
・

主
語

が
な

い
た

め
、

主
語

を
挿

入

1
6

3
章

P
6
0
6

1
5
行

離
島

・
過

疎
地

域
の

活
性

化
等

に
向

け
て

最
適

な
資

金
を

供
給

し
て

い
る

。

離
島

・
過

疎
地

域
の

活
性

化
等

に
向

け
て

 最
適

な
地

域
の

実
情

に
即

し
た

資
金

を
供

給
し

て
い

る
。

不
良

債
権

比
率

や
返

済
の

順
調

さ
を

示
す

指
標

を
示

す
必

要
が

あ
る

が
、

そ
の

記
述

が
な

い
た

め
。

誰
に

と
っ

て
「
良

質
」
、

「
最

適
」
、

「
質

が
高

い
」
の

か
。

定
義

が
曖

昧
で

あ
る

た
め

。

1
7

3
章

P
6
0
6

3
4
行

・
・
役

割
を

存
分

に
発

揮
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

目
標

に
つ

い
て

は
達

成
し

て
い

る
と

言
え

る
。

・
・
役

割
を

存
分

に
発

揮
し

て
い

る
 こ

と
か

 ら
、

目
標

に
つ

い
て

は
達

成
し

て
い

る
と

言
 え

る
。

目
標

を
達

成
し

て
い

る
と

言
え

る
と

の
表

現
は

、
役

割
を

終
え

た
と

の
誤

解
を

与
え

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

【
原

文
の

と
お

り
】

「
全

国
鍍

金
工

業
組

合
連

合
会

」
や

「
日

本
産

業
標

準
規

格
（
J
IS

）
」
の

表
記

に
な

ら
っ

て
、

平
仮

名
を

使
用

し
て

い
る

た
め

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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（
別

紙
２

－
２

）

（
沖

縄
２

１
世

紀
ビ

ジ
ョ

ン
基

本
計

画
（

沖
縄

振
興

計
画

）
等

総
点

検
報

告
書

（
素

案
）

に
対

す
る

意
見

）

総
　

合
　

部
　

会

番 号
章

頁
行

報
 
告

 
書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　

等

意
　

見
　

書
　

様
　

式
　

（
　

修
　

正
　

文
　

案
　

用
　

）

審
　

議
　

結
　

果
　

（
案

）

1
8

3
章

P
6
1
3

1
3
行

・
・
県

内
事

業
者

等
に

対
し

て
良

質
な

資
金

を
供

給
す

る
と

い
う

政
策

金
融

の
本

来
の

役
割

は
今

後
も

重
要

で
あ

る
が

、

・
・
県

内
事

業
者

等
に

対
し

て
は

長
期

固
定

の
安

定
的

な
資

金
を

適
切

に
供

給
す

る
と

い
う

政
策

金
融

の
 本

来
の

基
本

的
な

役
割

は
今

後
も

重
要

で
あ

る
が

、

不
良

債
権

比
率

や
返

済
の

順
調

さ
を

示
す

指
標

を
示

す
必

要
が

あ
る

が
、

そ
の

記
述

が
な

い
た

め
。

誰
に

と
っ

て
「
良

質
」
、

「
最

適
」
、

「
質

が
高

い
」
の

か
。

定
義

が
曖

昧
で

あ
る

た
め

。

1
9

3
章

P
6
1
3

1
6
行

・
・
民

間
金

融
機

関
だ

け
で

は
困

難
な

質
の

高
い

金
融

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
す

る
こ

と
が

重
要

に
な

っ
て

く
る

。

・
・
民

間
金

融
機

関
だ

け
で

は
困

難
 な

で
あ

り
、

か
つ

質
の

高
い

金
融

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
す

る
こ

と
が

重
要

に
な

っ
て

く
る

。

誰
に

と
っ

て
「
良

質
」
、

「
最

適
」
、

「
質

が
高

い
」
の

か
。

定
義

が
曖

昧
で

あ
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
　

沖
縄

振
興

開
発

金
融

公
庫

法
の

第
１

条
（
目

的
）
に

お
い

て
、

「
沖

縄
の

産
業

の
開

発
を

促
進

す
る

た
め

長
期

資
金

を
供

給
す

る
こ

と
等

に
よ

り
、

一
般

の
金

融
機

関
が

行
う

金
融

及
び

民
間

及
び

民
間

の
投

資
を

補
完

し
、

（
略

）
」
と

さ
れ

て
お

り
、

沖
縄

の
特

殊
事

情
に

即
し

た
長

期
固

定
の

資
金

を
安

定
的

に
供

給
す

る
こ

と
は

沖
縄

公
庫

の
本

来
の

目
的

に
沿

っ
た

も
の

で
あ

り
、

こ
う

し
た

沖
縄

公
庫

の
役

割
を

報
告

書
に

明
記

す
る

こ
と

は
必

要
と

考
え

て
い

る
。

な
お

、
良

質
な

資
金

に
つ

い
て

は
定

義
が

曖
昧

と
の

指
摘

を
踏

ま
え

、
誤

解
を

招
か

な
い

よ
う

修
正

す
る

。
　

ま
た

、
不

良
債

権
比

率
を

含
む

沖
縄

公
庫

の
ガ

バ
ナ

ン
ス

に
つ

い
て

は
国

に
よ

る
監

督
・

検
査

を
踏

ま
え

て
決

算
状

況
等

も
国

会
報

告
さ

れ
る

な
ど

適
切

に
行

わ
れ

て
い

る
ほ

か
、

リ
ス

ク
管

理
債

権
一

覧
等

も
毎

期
公

表
さ

れ
て

お
り

、
特

に
問

題
は

な
い

こ
と

か
ら

総
点

検
報

告
書

で
は

政
策

金
融

機
関

と
し

て
求

め
ら

れ
る

公
庫

の
役

割
を

重
点

的
に

記
載

し
て

い
ま

す
の

で
ご

理
解

い
た

だ
き

た
い

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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（
別

紙
２

－
２

）

（
沖

縄
２

１
世

紀
ビ

ジ
ョ

ン
基

本
計

画
（

沖
縄

振
興

計
画

）
等

総
点

検
報

告
書

（
素

案
）

に
対

す
る

意
見

）

総
　

合
　

部
　

会

番 号
章

頁
行

報
 
告

 
書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　

等

意
　

見
　

書
　

様
　

式
　

（
　

修
　

正
　

文
　

案
　

用
　

）

審
　

議
　

結
　

果
　

（
案

）

2
0

4
章

P
6
1
3

1
7
行

沖
縄

公
庫

は
地

域
特

性
に

精
通

し
、

沖
縄

の
経

済
社

会
情

勢
の

変
動

に
即

応
し

て
出

融
資

や
独

自
制

度
の

制
度

設
計

な
ど

の
判

断
を

即
座

に
行

う
仕

組
み

を
有

し
て

お
り

、
結

果
と

し
て

、
き

め
の

細
か

い
機

動
的

な
対

応
を

行
っ

て
い

る
。

民
間

の
資

金
量

不
足

、
本

土
と

の
金

利
格

差
、

社
会

資
本

整
備

の
必

要
性

な
ど

、
沖

縄
の

特
殊

事
情

を
踏

ま
え

る
と

、
今

後
の

沖
縄

振
興

に
当

た
っ

て
も

、
現

行
の

沖
縄

公
庫

の
機

能
及

び
組

織
形

態
の

存
続

が
必

要
不

可
欠

で
あ

る
。

沖
縄

公
庫

は
沖

縄
に

お
け

る
政

策
金

融
を

一
元

的
・
総

合
的

に
行

う
政

府
系

金
融

機
関

と
し

て
、

沖
縄

の
経

済
社

会
情

勢
や

県
内

事
業

者
の

特
性

に
精

通
し

て
い

る
こ

と
に

加
え

、
そ

の
変

動
に

即
応

し
て

出
融

資
や

独
自

制
度

の
制

度
設

計
な

ど
の

判
断

を
即

座
に

行
う
仕

組
み

を
有

し
て

い
る

。
そ

の
具

体
的

か
つ

特
徴

的
な

実
績

が
、

米
国

同
時

多
発

テ
ロ

発
生

時
の

セ
ー

フ
テ

ィ
ネ

ッ
ト

機
能

の
発

揮
で

あ
る

。
ま

た
、

毎
年

発
生

す
る

台
風

被
害

に
対

応
す

る
た

め
の

特
別

相
談

窓
口

を
本

店
及

び
各

支
店

に
設

置
す

る
な

ど
、

 結
果

と
し

て
、

き
め

の
細

か
い

機
動

的
な

対
応

を
行

っ
て

い
る

。
加

え
て

、
エ

ネ
ル

ギ
ー

・
交

通
基

盤
の

整
備

や
駐

留
軍

用
地

跡
地

に
お

け
る

大
規

模
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

支
援

や
、

中
小

企
業

の
生

産
性

向
上

、
人

材
育

成
、

ひ
と

り
親

支
援

な
ど

、
沖

縄
の

特
殊

事
情

を
踏

ま
え

る
と

、
今

後
の

沖
縄

振
興

に
当

た
っ

て
も

、
現

行
の

沖
縄

公
庫

の
機

能
及

び
組

織
 形

 態
の

存
続

が
必

要
不

可
欠

で
あ

る
。

公
庫

の
必

要
性

を
よ

り
具

体
的

に
追

記
し

て
は

ど
う
か

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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（
別

紙
２

－
２

）

（
沖

縄
２

１
世

紀
ビ

ジ
ョ

ン
基

本
計

画
（

沖
縄

振
興

計
画

）
等

総
点

検
報

告
書

（
素

案
）

に
対

す
る

意
見

）

総
　

合
　

部
　

会

番 号
章

頁
行

報
 
告

 
書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　

等

意
　

見
　

書
　

様
　

式
　

（
　

修
　

正
　

文
　

案
　

用
　

）

審
　

議
　

結
　

果
　

（
案

）

・
・
し

か
し

な
が

ら
、

沖
縄

戦
で

鉄
軌

道
が

失
わ

れ
て

以
降

、
そ

の
整

備
が

進
ま

ず
公

共
交

通
が

脆
弱

で
あ

る
本

県
で

は
、

自
動

車
へ

の
依

存
度

が
高

く
、

大
都

市
圏

並
み

の
交

通
渋

滞
が

発
生

す
る

な
ど

道
路

の
量

的
な

整
備

が
不

足
し

て
い

る
。

ま
た

、
本

土
復

帰
以

降
に

本
格

化
し

た
海

岸
保

全
施

設
等

の
整

備
な

ど
、

本
土

と
比

べ
依

然
と

し
て

整
備

水
準

が
低

い
分

野
が

あ
る

 い
ま

だ
格

差
 が

存
在

し
て

い
る

。
　

 本
県

は
数

多
く
の

離
島

で
構

成
さ

れ
、

離
島

地
域

に
お

い
て

は
、

 の
遠

隔
性

、
散

在
性

等
の

地
理

的
事

情
か

ら
水

道
事

業
や

廃
棄

物
処

理
な

ど
で

広
域

的
な

対
応

が
困

難
で

あ
り

、
複

数
の

島
に

施
設

整
備

が
必

要
と

な
る

場
合

が
あ

る
な

ど
、

高
コ

ス
ト

構
造

を
抱

え
て

い
る

。
さ

ら
に

、
我

が
国

で
も

稀
な

亜
熱

帯
地

域
に

属
す

る
自

然
的

事
情

等
に

よ
り

、
紫

外
線

や
塩

害
な

ど
の

影
響

か
ら

施
設

等
の

老
朽

化
が

早
く
、

 防
災

対
策

が
必

要
と

な
 る

こ
と

や
、

老
朽

化
の

進
行

が
早

い
中

で
復

帰
直

後
に

集
中

的
に

整
備

さ
れ

た
社

会
資

本
の

大
量

更
新

が
 一

挙
に

必
要

と
な

っ
て

い
る

。
 に

な
る

な
ど

、
こ

れ
ら

の
ほ

か
、

今
後

予
定

さ
れ

る
駐

留
軍

用
地

返
還

後
の

跡
地

利
用

に
必

要
な

社
会

基
盤

や
生

活
基

盤
等

の
整

備
が

見
込

ま
れ

る
。

こ
の

よ
う

に
本

県
の

特
殊

事
情

に
基

因
す

る
不

利
性

の
克

服
に

向
け

た
社

会
資

本
整

備
は

将
来

に
わ

た
る

課
題

と
な

っ
て

い
る

。
 で

あ
り

、
財

政
基

盤
が

脆
弱

な
本

県
及

び
県

内
市

町
村

に
お

い
て

こ
れ

ら
の

整
備

を
計

画
的

に
進

め
て

い
く

に
は

、
引

き
続

き
、

高
率

補
助

制
度

の
活

用
が

必
要

で
あ

る
。

・
5
0
年

近
く
高

率
補

助
制

度
を

活
用

し
、

他
県

よ
り

手
厚

く
予

算
措

置
が

さ
れ

て
い

る
。

よ
り

沖
縄

の
特

殊
事

情
が

伝
わ

る
内

容
を

記
載

し
て

は
ど

う
か

。

・
引

き
続

き
、

高
率

補
助

制
度

を
活

用
し

て
い

く
と

い
う

こ
と

で
あ

れ
ば

、
本

県
に

お
け

る
同

制
度

の
必

要
性

を
よ

り
説

明
す

る
必

要
が

あ
る

の
で

は
な

い
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
1

4
章

P
6
9
4

2
行

・
・
し

か
し

な
が

ら
、

道
路

の
量

的
な

整
備

や
海

岸
保

全
施

設
等

に
お

い
て

は
い

ま
だ

格
差

が
存

在
し

て
い

る
。

ま
た

、
本

県
は

数
多

く
の

離
島

で
構

成
さ

れ
、

離
島

地
域

の
遠

隔
性

、
散

在
性

等
か

ら
複

数
の

島
に

施
設

整
備

が
必

要
と

な
る

場
合

が
あ

る
な

ど
、

高
コ

ス
ト

構
造

を
抱

え
て

い
る

。
さ

ら
に

、
我

が
国

で
も

ま
れ

な
亜

熱
帯

地
域

に
属

す
る

自
然

的
事

情
等

に
よ

り
、

防
災

対
策

が
必

要
と

な
る

こ
と

や
、

老
朽

化
の

進
行

が
早

い
中

で
復

帰
直

後
に

整
備

さ
れ

た
社

会
資

本
の

更
新

が
一

挙
に

必
要

と
な

る
な

ど
、

本
県

の
特

殊
事

情
に

基
因

す
る

不
利

性
の

克
服

に
向

け
た

社
会

資
本

整
備

は
将

来
に

わ
た

る
課

題
で

あ
り

、
引

き
続

き
高

率
補

助
制

度
が

必
要

で
あ

る
。
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（
別

紙
２

－
２

）

（
沖

縄
２

１
世

紀
ビ

ジ
ョ

ン
基

本
計

画
（

沖
縄

振
興

計
画

）
等

総
点

検
報

告
書

（
素

案
）

に
対

す
る

意
見

）

総
　

合
　

部
　

会

番 号
章

頁
行

報
 
告

 
書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　

等

意
　

見
　

書
　

様
　

式
　

（
　

修
　

正
　

文
　

案
　

用
　

）

審
　

議
　

結
　

果
　

（
案

）

2
2

4
章

P
6
9
4

6
行

・
・
自

然
的

事
情

に
よ

り
、

防
災

対
策

が
必

要
に

な
る

こ
と

や
、

老
朽

化
の

進
行

・
・
自

然
的

事
情

に
よ

り
、

台
風

・
豪

雨
な

ど
の

防
災

対
策

が
必

要
に

な
る

こ
と

や
、

塩
害

等
に

よ
る

老
朽

化
の

進
行

防
災

対
策

や
社

会
資

本
の

更
新

の
必

要
性

の
理

由
を

よ
り

明
確

に
す

る
た

め
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
N

o
2
1
の

と
お

り
修

正
す

る
。

　
税

制
優

遇
措

置
に

つ
い

て
は

、
沖

縄
県

に
お

け
る

民
間

主
導

の
自

立
型

経
済

の
構

築
を

支
え

る
制

度
と

し
て

重
要

な
役

割
を

果
た

し
て

き
た

。
　

そ
の

う
ち

特
区

・
地

域
制

度
に

つ
い

て
は

、
沖

縄
が

島
し

ょ
県

で
あ

り
、

大
消

費
地

や
原

料
供

給
地

か
ら

遠
隔

に
あ

る
と

い
う

地
理

的
事

情
及

び
高

い
失

業
率

や
低

い
県

民
所

得
等

の
社

会
的

事
情

等
を

考
慮

し
て

創
設

さ
れ

、
距

離
の

影
響

を
受

け
に

く
い

情
報

通
信

関
連

業
や

金
融

関
連

業
、

ア
ジ

ア
へ

の
近

接
性

を
活

か
し

た
物

流
関

連
業

等
を

対
象

に
、

企
業

立
地

や
設

備
投

資
を

促
し

、
雇

用
創

出
と

産
業

の
高

度
化

に
貢

献
し

て
き

た
。

　
一

方
で

、
一

部
制

度
に

お
い

て
は

対
象

業
種

や
適

用
要

件
が

産
業

構
造

の
変

化
等

に
対

応
で

き
な

く
な

る
な

ど
、

企
業

立
地

や
設

備
投

資
を

促
す

税
制

優
遇

措
置

本
来

の
機

能
が

十
分

に
発

揮
さ

れ
て

い
る

と
は

言
え

な
い

状
況

に
あ

る
。

こ
の

た
め

、
沖

縄
振

興
を

一
層

推
進

す
る

制
度

と
な

る
よ

う
、

近
年

の
ビ

ジ
ネ

ス
環

境
の

変
化

等
に

応
じ

た
制

度
の

見
直

し
が

必
要

で
あ

る
。

税
制

優
遇

措
置

に
つ

い
て

は
、

沖
縄

県
に

お
け

る
民

間
主

導
の

自
立

型
経

済
の

構
築

を
支

え
る

制
度

と
し

て
重

要
な

役
割

を
果

た
し

て
い

る
も

の
の

、
一

部
制

度
が

社
会

経
済

の
状

況
変

化
等

に
対

応
し

て
お

ら
ず

企
業

集
積

や
設

備
投

資
促

進
等

に
係

る
効

果
の

低
減

が
懸

念
さ

れ
る

た
め

、
よ

り
沖

縄
振

興
に

資
す

る
制

度
と

な
る

よ
う

抜
本

的
な

見
直

し
を

含
め

た
検

討
が

必
要

が
あ

る
。

1
1
行

4
章

2
3

P
6
9
4

沖
縄

独
自

の
課

題
を

記
載

し
て

は
ど

う
か

。
県

の
方

針
と

し
て

、
税

制
を

継
続

・
拡

大
し

た
い

と
い

う
一

方
で

、
本

当
に

必
要

か
と

い
う

意
見

も
あ

る
。

そ
う

い
う

意
見

に
も

配
慮

し
た

内
容

を
記

載
し

て
は

ど
う

か
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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（
別

紙
２

－
２

）

（
沖

縄
２

１
世

紀
ビ

ジ
ョ

ン
基

本
計

画
（

沖
縄

振
興

計
画

）
等

総
点

検
報

告
書

（
素

案
）

に
対

す
る

意
見

）

総
　

合
　

部
　

会

番 号
章

頁
行

報
 
告

 
書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　

等

意
　

見
　

書
　

様
　

式
　

（
　

修
　

正
　

文
　

案
　

用
　

）

審
　

議
　

結
　

果
　

（
案

）

2
4

4
章

P
6
9
6

2
8
行

・
・
雇

用
で

も
非

正
規

雇
用

率
が

高
く
、

賃
金

も
全

国
と

比
べ

低
い

水
準

に
あ

り
、

企
業

の
生

産
性

を
高

め
、

雇
用

環
境

の
質

を
高

め
て

い
く
こ

と
が

喫
緊

の
課

題
と

な
っ

て
い

る
。

・
・
雇

用
で

も
非

正
規

雇
用

率
が

高
く
、

賃
金

も
全

国
と

比
べ

低
い

水
準

に
あ

り
、

一
人

当
た

り
県

民
所

得
は

依
然

と
し

て
全

国
最

下
位

と
な

っ
て

い
る

。
加

え
て

、
こ

う
し

た
経

済
的

格
差

が
も

た
ら

す
貧

困
の

連
鎖

の
解

消
は

沖
縄

県
に

お
け

る
喫

緊
の

課
題

と
な

っ
て

い
る

。
 企

業
の

 生
産

性
を

高
め

、
雇

用
環

境
の

質
を

高
め

て
 い

く
こ

と
が

喫
緊

の
課

題
と

な
っ

て
い

る
。

一
括

交
付

金
制

度
の

課
題

に
つ

い
て

、
他

県
と

の
相

違
点

、
沖

縄
の

特
殊

事
業

が
伝

わ
る

内
容

を
記

載
し

て
は

ど
う

か
。

2
5

4
章

P
6
9
8

3
1
行

(3
)地

方
税

を
中

心
と

す
る

自
主

財
源

の
充

実
【
P

6
9
8
、

3
1
行

目
に

追
記

す
る

。
】

　
ま

た
、

従
来

の
事

業
手

法
に

と
ら

わ
れ

ず
、

P
F
I（

プ
ラ

イ
ベ

ー
ト

・
フ

ァ
イ

ナ
ン

ス
・
イ

ニ
シ

ア
テ

ィ
ブ

）
や

S
IB

（
ソ

ー
シ

ャ
ル

・
イ

ン
パ

ク
ト

・
ボ

ン
ド

）
な

ど
官

民
連

携
の

下
、

民
間

事
業

者
の

ノ
ウ

ハ
ウ

や
資

金
を

活
用

す
る

事
業

手
法

の
導

入
に

つ
い

て
検

討
を

進
め

、
行

政
コ

ス
ト

の
低

減
や

資
金

調
達

の
多

様
化

を
図

る
必

要
が

あ
る

。

収
入

を
強

化
す

る
内

容
に

偏
っ

て
い

る
。

支
出

面
の

適
正

化
の

項
目

も
増

や
し

て
追

記
し

て
ほ

し
い

。
(例

え
ば

医
療

費
の

適
正

化
に

つ
い

て
は

、
ソ

ー
シ

ャ
ル

イ
ン

パ
ク

ト
ボ

ン
ド

と
い

う
手

法
が

あ
る

）

2
6

報
告

書
（
素

案
）
全

体
※

文
章

の
記

載
に

つ
い

て
※

文
章

の
書

き
ぶ

り
を

統
一

的
に

記
載

す
る

よ
う

務
め

る
。

各
担

当
が

文
章

を
作

成
し

て
い

る
た

め
、

全
体

を
見

て
い

て
文

章
が

統
一

さ
れ

て
い

な
い

よ
う

に
感

じ
る

。
職

員
の

誰
か

一
人

が
通

し
で

読
ん

で
み

て
、

統
一

し
て

は
ど

う
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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（
別

紙
２

－
２

）

（
沖

縄
２

１
世

紀
ビ

ジ
ョ

ン
基

本
計

画
（

沖
縄

振
興

計
画

）
等

総
点

検
報

告
書

（
素

案
）

に
対

す
る

意
見

）

総
　

合
　

部
　

会

番 号
章

頁
行

報
 
告

 
書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　

等

意
　

見
　

書
　

様
　

式
　

（
　

修
　

正
　

文
　

案
　

用
　

）

審
　

議
　

結
　

果
　

（
案

）

2
7

2
章

P
4
1
2

2
6
行

※
犯

罪
被

害
者

の
支

援
に

特
化

し
た

条
例

制
定

つ
い

て
（
本

文
に

記
述

無
し

）

・
・
各

種
装

備
資

機
材

整
備

な
ど

警
察

基
盤

を
強

化
す

る
 と

と
も

に
、

。
　

ま
た

、
犯

罪
被

害
者

等
に

対
す

る
支

援
に

つ
い

て
は

、
地

方
公

共
団

体
の

責
務

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

犯
罪

被
害

者
等

の
負

担
軽

減
・
早

期
回

復
を

図
る

た
め

、
犯

罪
被

害
者

等
に

対
す

る
カ

ウ
ン

セ
リ
ン

グ
の

実
施

、
裁

判
所

及
び

病
院

等
へ

の
付

き
添

い
等

の
支

援
活

動
等

を
引

き
続

き
推

進
す

る
必

要
が

あ
る

。

犯
罪

被
害

者
の

支
援

に
特

化
し

た
条

例
制

定
に

つ
い

て
、

追
記

す
る

必
要

が
あ

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
 ち

ゅ
ら

う
ち

な
ー

安
全

な
ま

ち
づ

く
り

条
例

の
目

的
と

し
て

第
１

条
に

お
い

て
、

県
民

、
事

業
者

、
県

等
の

連
携

及
び

協
力

の
下

に
、

犯
罪

被
害

者
等

の
支

援
に

関
す

る
取

組
等

を
推

進
す

る
こ

と
に

よ
り

、
す

べ
て

の
人

々
が

安
全

で
安

心
し

て
暮

ら
す

こ
と

等
が

で
き

る
社

会
の

実
現

を
図

る
旨

規
定

さ
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。
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沖縄２１世紀ビジョン基本計画（沖縄振興計画）等

総点検報告書（素案）に対する意見書

総合部会専門委員 村上 尚子

１ 沖縄県には、現在のところ「ちゅらうちなー安全なまちづ

くり条例」があり、その25条から28条に犯罪被害者等のため

の施策の規定があります。この条例は、安心安全なまちづく

りの推進に関する条例であり、いわば、被害者を生まないた

めの条例です。

被害者を生まないための予防施策も必要ですが、実際のと

ころ、犯罪は日々発生しており、犯罪被害者は突然の犯罪被

害に苦しんでいます。実際に被害を受けた人を支援する条例

として、犯罪被害者やその家族、遺族の支援に関する地方公

共団体の基本的理念、責務、支援内容や支援体制、見舞金や

貸付金制度などの具体的な施策を規定した犯罪被害者の支援

に特化した条例制定が必要です。

現在の犯罪被害者支援条例の制定状況は、18府県、6政令指

定都市、501市区町村あり、また、必要性が指摘され、現在、

制定の検討をしている地方公共団体も複数あります。それに

対して、沖縄では、県においても市町村においても条例は全

くない状況です。

犯罪被害者等はある日突然事件に巻き込まれ、生活、仕

事、学校等のすべてに影響が出て、いままでの生活を送るこ

とが難しくなっています。犯罪被害者等を支援することは、

地方公共団体の責務(犯罪被害者等基本法第５条)であること

から、沖縄県においても犯罪被害者等に対する具体的支援を

実施できる根拠となる犯罪被害者等支援条例の制定が今後必

要です。

（別紙２－３）
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